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加
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１
位
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横
浜
国
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Ａ
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地
盤
工
学
会
関
東
支
部
は


日

第

回
﹁
ソ
イ
ル
ス
ト
ラ

ク
チ


コ
ン
テ
ス
ト
﹂
を
日

本
大
学
船
橋
キ

ン
パ
ス
︵
千

葉
県
船
橋
市
︶
で
開
い
た

学

生
や
社
会
人
で
つ
く
る

チ


ム
が
参
加
し

大
き
な
地
震
で

も
沈
下
量
を
低
く
抑
え
ら
れ
る

地
盤
の
液
状
化
防
止
技
術
を
競


た

審
査
の
結
果

横
浜
国

立
大
学
Ａ
チ

ム
が
総
合
１
位

と
な

た


　
参
加
し
た
の
は

▽
横
浜
国

立
大
学
Ａ
▽
応
用
地
質
・
基
礎

地
盤
・
不
動
テ
ト
ラ
連
合
▽
日

本
大
学
理
工
学
部
交
通
シ
ス
テ

ム
工
学
科
▽
横
浜
国
立
大
学
Ｂ

▽
三
信
建
設
工
業
技
術
本
部
▽

東
京
大
学
土
質
／
地
盤
研
究
室

▽
東
京
都
市
大
学
▽
兼
松
サ
ス

テ

ク
▽
不
動
テ
ト
ラ
▽
東
京

電
機
大
学
▽
日
本
大
学
理
工
学

部
土
木
工
学
科
｜
の

チ


ム


　
参
加
者
は

１
０
０
円
シ



プ
で
購
入
し
た
材
料
︵
自
由

材
料
２
種
類

事
務
局
指
定
１

種
類
︶
を
使
用
し
て
模
型
地
盤

に
液
状
化
対
策
を
実
施

審
査

は

振
動
台
を
使
用
し
た
地
盤

の
沈
下
量
調
査
の
結
果
と

参

加
者
に
よ
る
技
術
の
プ
レ
ゼ
ン

テ

シ

ン
で
行
わ
れ
た


　
総
合
得
点
が
最
も
高
か

た

横
浜
国
大
Ａ
チ

ム
の
山
野
井

悠
翔
さ
ん
︵
３
年
︶
は

﹁
事

前
に
実
験
し
た
り
悩
ん
だ
り
し

た
時
間
が
無
駄
に
な
ら
ず
よ
か


た
﹂

寺
本
諒
さ
ん
︵
同
︶

は﹁
施
工
が
難
し
か

た
の
で


事
前
に
し

か
り
準
備
を
し

た
﹂

佐
伯
拓
哉
さ
ん
︵
同
︶

は
﹁
優
勝
で
き
る
と
思

て
い

な
か

た
の
で
驚
い
て
い
る
﹂

滝
澤
伊
織
さ
ん
︵
同
︶
は
﹁
今

回
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
契
機
に
液

状
化
対
策
へ
の
興
味
が
湧
き


理
解
も
深
ま

た
﹂
と
そ
れ
ぞ

れ
語

た

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